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日本女子大学家政学部家政経済学科 は

後継者 を ど う位置づ けて い るか

宮　暗　礼 　子

　 1． 日 本女子大学家政 学部家政経済学科設立経過

　1964年 4 月設立 され た家政経済学 科 （以 下学科 と

い う）は，氏家寿 子 教授 （当時 ， 故 人 ）に よ っ て 開設

が 推進 さ れ た．氏家教授は，1962年 日本家政学会会

長 に 就任 さ れ て い る （第 5代会長）．

　氏家教授 は，1958年 よ り 64年 3 月 まで 家政学部長

で ， そ の 間 61年 に 日本女子大学創立 60 周年 記念事業

と して ，大学院家政学 研 究科 （児童学專 攻 と 食物 ・栄

養学専攻）の 設置 を実現 し， 家政学部充実構想の 第二

弾 と して 「家政学に お け る社会科学的な生活理解の 学

徒 を育 て る 」構 想 が ね られ て い た．

　 1963 年家政 学部教 授会 で 家政経 済学科 設 立 に つ い

て の 決定 直後，当時 の 上代 た の 学長 な らび に 氏家教授

か ら， 文 学部社会福祉学科所属で あ っ た 社会政策学者

で 経済学担当 の松尾　均教授 （当時， 故 人）に 協力要

請 が あ り，氏家教授 と共 に 開設準備 が 行 わ れ た．

　発 足当時 の 学科 の 位置づ け に つ い て ， 松尾教授 は つ

ぎの ように の べ て い る．

　「開設当初 は 『家政経済学科 』と い う名称 に つ い て ，

た とえば ， 衣食住 に かかわ る他 の 学科 と比 べ て 対象領

域 が 明確 で な く， 多少 の 戸惑 い もあ っ たが ， 制度的 に

は 「家政 学部 の な か の 経済学科 で あ る』 と読 み 直 し，

そ の 実体 と して は 『生 活問題 を主 と して 経済（学）的視

点 か ら追求す る 学問 で あ る』 と 規定 して 発足す る こ と

とした ．円

　こ の 構 想は ， 学科 の 30年 間 を通 じて ひ きつ がれ て
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き た ．た とえば，毎年新 入 生 に オ リエ ン テー
シ ョ ン 時

に 手渡す 「家政 経済学科 の しお り」は次 の ように 記 し

て い る．

　「現代 日本人 の 日常をと りま くさまざ まな生活現 象

を経済学の 立場 で 整 理 しな お す こ とに よ っ て，生活 の

現実 を客観 的 に お さ え，そ こ か ら 人 間 に ふ さ わ し い 現

在お よび将来 の 生活 を築 く糸 口 を見つ け出そ うとする

と こ ろ に ， 私 た ち の 家政経済学科 設立 の 意 図が あ っ た

の で す．

　家政経済学科 が 誕生 した 1964年以 前 に は，日本 全

国の 四 年制大学 の な か で ， 生 活 問 題 の 経 済学的分析 を

目的 とした カ リキ ュ ラム 体 系 を備 え た学部 や 学科 をも

つ 大学 は，ま だ 存在 して お りませ ん で した．男子学生

が 集中して い る 経済学 の 伝統 の あ る 大学 で は
，

生 活問

題 は少 な くとも学部 ない し学科 の 体系 としてほ とん ど

関心 をもた れ て い なか っ た と い っ て よい で しょ う．他

方 ， 家政学の 伝統 をほ こ る女子大学で は ， 社会 の 土 台

をなす生産 とは 無縁 の 形で，日 々 の 生活や 消費が と り

あげ られ る に と ど ま る の が ふ つ うで し た．

　 と こ ろが 1955年 ご ろか ら軌道 に の っ た 日本経済 の

『高度成長」過程 で，
日本人 の 生 活は か つ て な く 『ゆ

た か 」に な っ た
一

方 で ， そ うい う 『ゆ た か 」 さの なか

に は，人間と 人 間の 成長をむ しば む さ ま ざ まな要素 が

ふ くまれ て い る こ と も，次 第 に 具体的な 形 で 明 らか に

な っ て きました． こ うして 生 活問 題 が に わ か に ク ロ ー

ズ ・ア ッ プ されは じめ た な か で，生産 の 学 と して の

『経 済学』，あ る い は 経 済学 を 土 台 に もた な い 『家 政

学』で は ， 生活 の 現実を客観的 に お さえるこ とも，そ

の 未来 を展望 す る こ と も不可能 だ と い う認識が 生 まれ

ま し た．そ し て こ の 認 識 の 上 に た っ て ， 経 済学 を とお

して生活 をとらえな おす役割をもっ て家政経済学科が

設 立 さ れ た の です」
2）．
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家政 学 の 後 継 者を考 え る

　2． 家政経済学科の 教育 と研究

　「経済学 をと お して 生活問題 を研究」する 学科 の特

質 を生 か す学科 目体 系 整 備 は，基 礎 経 済論，経 営経 済

論 ， 生活経済論，家庭管理論 の 四本柱 で 続 い た の で あ

る が ， 79年度 以降 い わゆ る精 選化 の 過程 に 入 り，学

科 カ リキ ュ ラム の 基本的組 み た て は 「基礎論」 と 「生

活論」 と さ れ ， 基礎論に は 経済学の体系 で あ る歴 史 ，

理論，政策 （ある い は 現状分析）を三 つ の 柱 と し，お

り込 ん で い る．そ して各種 の 生活領域 に関す る授業科

目が 専 門領域 と して 組 み た て られ，こ れは学科 30 年

の 教育と研 究 の 成果 で あ る．し か し こ れ ら の 授業科 目

お よび そ の 配列等に つ い て は 確た る提案が 整 わ ぬ まま

で ある が ，30 周年 に あた っ て の カ リ キ ュ ラ ム の 検討

は ほ ぼ 終 っ た．が
， 教授会 で の 全学的 な一般 教 育 の あ

り方 とカ リキ ュ ラム 問題，加 えて家政学部 の 在 り方 の

検討 と連携 しなが ら進 め て い る．こ の 作業 の 中で ，現

代化や 充実化せ ね ば な ら ぬ 分野 が あ る と して も， 今 ま

で の 蓄積をふ まえ，根本は変える 必要は な い と考えて

い る，

　教育 の 基礎 にあるの は研 究活動 で，学科 が 組織 した

共 同研究 は ，1966 年 「消費生活史年表」氏家寿子記念

論文 集・『現代消費生 活論』至誠 堂 所 収 ，
1982 年 『家

政 経済論』宮暗礼子編， 朝倉書店 （日本女子大学家政

学 シ リーズ），1984年 『現代 の 生活問題』松尾 ・久保

編 ， 第
一

書林 ， 1989年 「変動過程 にお け る女 子 労働

市場 の 総合 的研 究」研 究代表 者 広 田寿 子，文 部省科

研 費，1992年 「時代 に 適合す る 『生活経済』教育 カ リ

キ ュ ラ ム 体 系 の 確 立」代表 高木郁 朗 （日本私 学振興

財団の 補助金），1993年 『家族の 変化 と生活 経済』宮

村 ・倉野 編，朝倉書店．以 上 が 学科 の 共 同研 究で ， こ

れ に は学科卒業生 も共 同研究者 と して参加 した （後継

者育成 の 視 点 か らの 方針 で あ る）。

　3． 大学院専攻科設 t に つ い て

　学科 は ， 現在大学院専攻科 の 設 置 に 向け準備 を進 め

て い る．日本女子大学家政学部 5 学科 ， 文学部 3 学科

の な か で，大学院専攻科が 無 い の は わ が学科 の み で あ

る （新 設 の 人間社会学部 も 1学科 を残 し近 々 設 置，理

学部 も設 置準備 中）．学科 が 「大学 院 を も た な い 」 で

きた の に は理 由が あ っ た．その 第
一

は，経済学等 をさ

ら に 研 究す る た め に は他大学で 鍛 えられ る方が 良 い
，

第二 は ， 現行の教員枠を増や さずに設置すれば学部教

育に し わ寄せ が く る，第三 に教員 の 過重 負担問題な ど

で あ っ た．しか しこ の 度設置 に ふ み 切 り，大学院 で は

研 究者養成 と同時 に
， 「1980年代以降 急速 に 変化 した

女性 の 職業分野 に おけ る進 出状況 を踏 まえ，い っ た ん

杜会 に 出 た 女性 た ちへ の 経済学 の 再 教育 の 場 として も

活用 で き る
3
り （傍点 引用 者）よ うに 考えて い る．

　4． 家政経済 学科専任教 員構成 （1993年度 ）

　表 1 に 示 した学科専任教員構成 は ， 日本女子大学 の

全 学的 な事情変化 と要 請 に よっ て 若干影響 を受け た 結

果である．その 一つ は 大学設置基準 の 改訂を先取 り的

に 行 っ た と こ ろ の 本学一般教育課 程 教授会 の 解組 で あ

る．もう
一

つ は ，教職 課程再認定 に よ り，教科専門教

育科 目を担 当す る教員配置 で あ る．したが っ て 学科 固

有 の 研究 と教育をど の ように 保持 ， 追求 しつ つ 現実対

応 の 中で一定 の 充実 をめ ざ す こ との 課題 をか か え た も

の で あ る （表 に 示 した よ うに専任は 10 名で わ が 学科

は 男女 比同数 で あ るこ とを開設初期 か ら原則とし守 っ

て きた ）．

　5． 大学院進 学者 ， 修 了 者 ， 家政系大学教員 へ の 採

　　 用 等 ， 家政経済学科で 学んだ人 たち

　1994年 3 月学科 卒業生 は 1943名に 達 し た，1984年

度 に 学科 の 20 周年 記念事業 の
一

環 と して ，卒業 生 を

対象 とす る 簡単なア ン ケ
ー

ト調査 の ま とめ
4）

が出来 あ

が り，1000名を こ す卒業生 の 全体像 が ほぼ明 らか に

な っ た．こ の 翌 年に 家政経済学科卒業生 の 会が 誕生 し

た．こ れ らの こ と は 「こ の よ うに 学科 の 歴史が 積 み あ

が っ て きた こ とは，卒業生の 集団が，生 活体験 と い う

点 で も，また 地域 そ の 他 の 社会 活動 とい う点 で も，非

常 に厚み を増 して きた こ とを意味す る．私たち の 学科

の ように ， 生活 をめ ぐる 諸問題 の 経済学的 な探 求 をテ

ーマ とす る と こ ろ で は ， こ うい う厚味 をま して き た卒

業生 の 集団は，そ れ 自体が 学科 に と っ て ， ま こ と に 大

きな 財産 」 な の で 「私 た ち の 学科 で 生 活 問 題解明 の 手

ほ ど きを受 け た一
人 ひ と りの 卒業生が ，い まや さ ま ざ

まな領域 で ，しか も主体的な生活実践をつ うじて ，か

っ て 学 ん だ 理論 を検 証 し， ます ます充実 さ せ る 条件 を

もつ に い た っ て い る
2）」 とい うように ， 卒業生 を後継

者，理 論 の 実 践 者 と学科 で は 位 置 づ け て い る．

　職業分 野 は中学 ・高校 の 家庭科
・社会科 の 教諭 ， 研

究所，生活協同組合，官公庁，銀行そ の 他大企業，出

版社等 ， なお通産大 臣認定 の 消費生活 ア ドバ イザ ー
の

資格試験 に す で に 30 名近 い 卒業生 が 合 格 して い る．

　卒業 生 の 中 で 大学 院 へ の 進学 者 は ほ ぼ 40 名お り，

そ の うち 12名ほ どが 博士 課 程 を修了 し た り在 学中で

（ll57｝ 79
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表 1．家政経済学科専任教員構成 （兼担 1 を含む） （1993年度）

構δ
家政 学 部 共 通 専 門

　　（学部）

一
般 教 育 科 目

　 （
一

般〉

畷
貝笹

専 門 分 野 家政経済学科　担当科 目
家 庭 科 教 職 科 目

担 当 科 目 （家教）
通 信 教 育 課 程

担　 当　 （通教）

社 会 科 ・公 民科

教 職 科 目 （社 教 ）

担 　 当　 科 　 目

出 身 学 部

A 労 働 関 係 論 経 済 原論，社 会 政 策 ， 外 国書講 読 II 経 　済 　学 部

基 B 農 業 経 済 学 経 済 学 概 論 産 業構 造 論 農 　 　学 　 　部

◎ マ ク ロ 経 済 学 近 代 経 済 学 1　 外 国 書 講 読 1 経 済 学 （一般 ） 経 済 学 部

礎   ミ ク ロ 経 済 学 近 代 経 済 学 II　 日 本 経 済 統 計 経 済 学 部

外 国書講 読 1

論
E 日 本 経 済 論 経 済 政 策 　 日本 経 済 論 経 済 学 （一般 ） 理 学 部 （数学）

  生 活 保 障 論 外国書講 読 II 家 政 学 部

  家 庭 管 理 論 家庭管理 論　家計費論 家 庭 管 理 概 論 家 政 学 部

（学 部）
家 庭 科 教 育 法

生
（家教〉　 （通 教 ）

B 食糧 経 済 　 生 活 協 同組 合 論 樋 教 ）
活

◎ 消費経済論

論 E （基礎論と同じ）
特殊 講義 111

（基礎論と同 じ）
  生 活経 済概 論 　 女 子 労 働 論 家 庭 管 理 概 論

（学部 ）　 （通 教 ）

  消 費 者 問 題 消 費者政 策 法 　 学 （
一

般 ） 法 　 　学 　 　部

1 日 本 国 憲 法 政 治 学 （
一

般） 法　　学　　部
日 本 国 憲 法

一
教 （

一
般　教職 ）

般

教

育職

J 政 治　哲 学 外国書講読 1　 外国書講読 II 哲　 学 （
一

般）
哲学概論 （社教）

法　　学　　部

  調　 理　　学 調 理実 習 （学部） 家 政 学 部
生　 活　 実　 習
（家教）　 （通教）

備考　1．  は 兼担　被服学科専任，2．経済学 ・生活論演習 お よび 卒論 は 専任全員担当，3．教職 は 家庭科 （中・高），社

　　 会科 （中），公 民 科 （高），4．◎ お よ び  は，人 間生 活学 研 究科 （博 士 課 程 ）担 当．

あ る．修 士課程 に 進学 した 40 名の うち 日本女 子大学

内 の 他 学科大学院 へ 進学 した の は 8 名程度 だ か ら， 8

割 は 他 大学大学院 で あ る．な お ， 学士 入 学者 も 20名

以 上 に 及 ぶ と思わ れ る．

　大学院修了者の ほ と ん ど が 大学 ・短大に 勤務 し，そ

の 9割 は 家政 系 又 は そ れ に 近 い 学部 学科 で あ る．40

名 の うち 2 名 が 博 士 号取得，1 名 は医学博 士 （東京大

学） 1 名 は 文学博 士 （日 本女子大学）．

　6 年前 に 19名の 大学院専攻別 を調 べ た と こ ろ
5，

， 家

政学 6，経 済学 4，教育学 4，商学 2，農学 2，社会学

1で 所属学 会 （重 複）は，日本家政 13，日本家庭科 教

育 6，日本消 費者教 育 3，杜会 政策 2，理論
・
計量経済

2，日本教 育史 2，総合農 学，土 地制度史，社会 経 済

史 ，
日本生活文化 史 ，

日 本老年社会科学 ， 学校教育，

日本保 育， 国際幼 児教育 ， 各 1 で あ る．

　6． おわ りに

　国際家政学会 誌 1994年版 に ，
ユ ネ ス コ とフ ラ ン ス

の 協力 で 開催 さ れ た ワ ーク シ ョ ッ プ 「構造的社会経 済

的政 治 的変化 に 直面する ア フ リカ の ホー
ム エ コ ノ ミス

トた ち」の 中に ある 「．単な る ホ
ー

ム エ コ ノ ミ ッ ク ス で

な くソ
ー

シ ァ ル ホ
ー

ム エ コ ノ ミ ッ ク ス を強調す る」 と

い う個所 は，後継者育成 の 視点 か ら注 目され る．
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